
 
 

 

 

ＳＹＤかわらばん 
<最新活動情報 No.167> 2022 年 10 月 20 日号 

かわらばん特別企画「修養団と私」 

１月号よりスタートいたしました「修養団と私」。毎月、修養団運動推進の原動力として、各地で活躍されて

いる方々に特別寄稿いただいております。 
 

修養団と私 「私は酒のみ ただの遊び人である」 
岐阜県連合会青年部ともしび会 

相談役 田渡 英男 
 

私は自他共に認める人生の遊

び人である。しかし「貴方は幸

せですか？」と聞かれたら修養

団の道を歩いてきた世界一の幸

せ者ですと答えます。 
貴方がいきなり聞かれたらど

う答えますか。幸せを感じる定

義は十人十色で１人１人違いま

す。仏教の教えから言えば幸せですと感謝してい

る方を指しますが一般には、「財産に恵まれてい

る」「健康である」「思い煩う事がない」「良き家

族、友人にかこまれている」等々です。 
この世に生を受けて７６年。人生のゴールも見

え終活真最中の私の思いをしたためます。私は

「幸せな人とは良き人とのご縁に恵まれている人」

と思っています。良き人とご縁がある人は体中に

宝物を抱えているようなものですね。修養団の皆

さんとご縁を頂き共に修養団活動を５０年以上続

けて感ずるのは「こんなに幸せでいいのか」と思

うほど数々の良き人とのご縁に恵まれてきたこと

です。 
私の幸せなご縁は修養団本部の皆さんを始め地

区連合会の皆さんとの出会いをあげることができ

ます。団を通して青少年育成から青年の船を始め

多くの海外支援に至るまで幅広く共に活動できた

事は奇跡のような良きご縁だったと思うこの頃で

す。多くの講師の皆さんに来ていただきお酒の飲

み方から人間道まで教えて頂いたのも私の人生を

豊かにしていただいた一コマです。 
最後になりましたが私の良きご縁の最上位は良

き協力者を得たことです。修養団の事を全く知ら

ずに青年講習会に参加した時の事です。はじめて

参加した会場は１００名ほどの受講生がおりまし

た。講師の親の恩のお話の時すぐ隣でシクシクと

泣いている娘さんを見て、私もつられて涙してい

 

ました。この出会いが今の妻峰子です。講習を受

けた後ともしび会を結成し５５年に渡ってキャン

プを始めとする奉仕活動を共に歩けたことです。

皆さんも現在のご縁を最高のものとしてその方た

ちを大切にし、幸せな人生を送られますことをお

祈りいたします。 

 

田渡 英男さんへ≪質問コーナー≫ 

① 好きな言葉  

→ 「どんな小さなご縁も大切に」 

② 私のおすすめの本 

→ 「多すぎて回答不可...」 

③ 好きな食べ物 → 「ほぼ好き嫌いなし」 一合の
酒と三口ぐらいのおつまみがあれば満足 

④ 趣味 → 「活字中毒」 読んでいるか書いていれ
ば落ち着く“連続日記６０年継続中” 

⑤ 最近はまっていること、または始めようとしていること 

→ 「理想の終活に向って奮闘中」“まだ死にたく
ないともがき苦しむ日々” 

⑥ 夢 → 「若い頃は夢多き青年で誇大夢想家と笑

われていました」「今は“夢無き枯れ老人”」 

⑦ 会員の皆様へ一言メッセージ 
→ 私以上の幸せ者になって下さい！そう思えば

そうなります！ 

【かわらばん担当者からリクエストして写真を送っていただきました。】 

➡ご感想やメッセージなどありましたら、 
ぜひＳＹＤ社会教育部までご連絡下さい。 
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9/24…「ＷＡＫＵ×２ボランティアリーダー研修

会」（広島）８人〔広島市・広島県健康福祉セン

ター〕 《根岸秋吉》 

初めに、修養団広島県連合会･石田博嗣会

長から「ここ３年新型コロナウイルス感染の影

響等で活動がほとんど出来ていなかった。今

回の研修からもう一度スタートしていきたい」と

の挨拶があった。その後、修養団本部根岸秋

吉講師から“ＳＹＤの理念と活動”と題して講話

があった。午後には、“これからのＳＹＤの在り

方について”や１２月開催予定の“子ども

WAKU×２ひろば（福山）”のプログラムについ

て協議をおこなった。参加者は久しぶりの集

いの喜びと活動再会に胸を躍らせていた。 

 

9/30…第３回「青年ボランティアゼミナール」

“すべての人が、生まれてきてよかったと

思える世界を”１８人 《Japan Heart･近藤ゆふき》 
 

近藤ふゆき氏より途上

国や貧困地域では、医師

が少なく、小児がんが多い

こと、また識字率が低いな

どを理由に“救える命が救

えない”という現状や、「医療の届かないところに医

療を届ける」を理念とした活動についての話があっ

た。参加者は、妊産婦への定期検診の啓蒙活動や

難病でも医療を受けられるという“心のケア”の大切

さを学んだ。「途上国の方々の生命だけでなく、心と

人生も救っているのがとても素晴らしいです」と感想

があった。 

 

10/15～17…「神嘗祭特別講習会」〔三重県伊勢

市・伊勢青少年研修センター〕《武田数宏、寺岡賢、

山﨑政弘、斎田聖生、竹本英美、亀田希奈里》 

※詳細次号 
 

【幸せの種まきキャンペーン《出前講座》】 
 

 
9/29 埼玉県久喜市立久喜東小学校 65 人 
10/3 北海道音更高等学校ボランティア部 30 人 

 
10/25 静岡県私立浜松聖星高等学校  
10/27 福島県喜多方市立山都小学校  
 

 
 

10/28…第４回「Ｚｏｏｍでオンライン“愛と汗”

幸せの種まき講演会」“人は皆先生！～

たくさんの出会いが教えてくれたこと～”  
  《講師:青年部･増田航介》 
 

11/12…「チャリティーバザー（幸せの種まき祭り）」
〔東京都渋谷区・ＳＹＤホール、玄関前広場〕 

 

 

 
 

 
 

9/17～19…「友愛子ども自然体験キャンプ」 
３５人〔滋賀県東近江市・四季の森キャンプ場〕 

 《志村和也》 

今回は、延期開催として９月の３連休の日

程で、ＳＹＤとの共催ではなく、修養団岐阜県

連合会青年部ともしび会単独で実施。台風接

近にも負けず、リーダーたちを中心に、天候に

合わせてプログラムを入れ替え、新たに交歓

の集いをおこなうなど、臨機応変に工夫を凝ら

して進行。キャンプファイヤーでは、集会用テ

ントの下でレクや村旗発表をおこなった。 

参加した子どもも大人も、お互いに楽しみ、

笑顔溢れる３日間となった。

主催事業・活動等 

報 告  

報 告 

予 定 

予 定 

会員組織の主な動き 

 

 報 告  

 

 

《山口千恵子、谷野渉、増田航介》 
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○＊修養団千葉県連合会・酒井信男事務局次長（８４歳）が、（公社）佐倉シルバー人材センター広報誌

「ハローシニア佐倉」に紹介されました。 

「Ｚｏｏｍでオンライン“愛と汗”幸せの種まき講演会」での情報交換会（懇親会）にて、自身が活動

されている影絵劇についてお話しいただいたことを機に、後日担当部よりお願いし掲載された記事

をお送りいただきました。 

 

情報あれこれ 
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○＊修養団上越、横瀬和夫会長、「悲劇、語り継ぐ」～今こそ平和を問う～ 

「上越タイムス」にインタビューを受け掲載されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○＊「ＳＹＤかわらばん」をご活用ください 

みなさまからの情報提供をお待ちしております。

特に組織の方々が主役になるような情報誌を目

指しておりますので、活躍されていること（愛と汗

の実践）や、読んで元気になるようことなど、先ず

はお気軽にご提供下さい。 

ＳＹＤホームページ「ＷＥＢかわらばん」では、

過去１年分の全ページを掲載しています。 
 

「ＳＹＤかわらばん」への活動報告例 

タイトル 主な活動 

開 催 日 ○○月○○日（○曜日） 

活動内容 100～200 字程度で活動を紹介 

発 信 者 氏名 

写    真 1～2枚程度 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご 案 内 
各連合会・クラブから全国各地の連合

会・クラブ等(約１６０ヶ所)へ送付を希望

される印刷物(「ＳＹＤかわらばん」に同封

可能な印刷物)がありましたら、毎月５日

までに社会教育部までご相談ください。 

 <発行・連絡先>  
 

  ＳＹＤ( 修養団) 社会教育部 

〒151 0051 東京都渋谷区千駄ヶ谷 4-25-2 

☎03(3405)5441 FAX03(3405)5424 

E-mail : info@syd.or.jp 

: https://syd.or.jp/ 

 

11 月 12 日 

「チャリティーバザー（幸せの種ま

き祭り）」への提供品のお願い 
〈提供品例〉 

 ・日用品（タオル、シーツ、石鹸等）※未使用品 

 ・衣料品（古着はご遠慮ください） 

 ・雑貨（バッグ、アクセサリー等） 

 ・電化製品 ・玩具 ・食器 ・野菜 

 ・特産品（もち米、お米、海産物、菓子等） 
 

ご提供いただける場合は、お電話、ファクシミ

リ、Ｅメール等でご一報ください。 
 


